
（２）救命救急センターへの速達性の強化
と大規模災害時の防災力の向上

資料３

【救命救急センターへの速達性の強化】

〔綾瀬市役所から東海大学医学部付属病院への所要時間が短縮〕

約３０分

搬送先
令和元年
搬送件数

令和２年
搬送件数

東海大学
医学部付属病院

７３ ４２

その他 4,037 3,534

資料：綾瀬市消防本部調べ

【大規模災害時の防災力の向上】

【震災時の緊急通行車両のイメージ】

厚木海軍
飛行場

〔厚木海軍飛行場から防災拠点となる県央地域県政総合センターまでの所要時間が短縮〕
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〇 東海大学医学部付属病院及び昭和大学藤が丘病院までの所要時間が大幅に短縮
され、周辺住民への救命体制の強化が図られます。
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東海大病院
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生存率（多量出血）

約35％増加

約１５分短縮

緊急事態における時間経過と死亡率の関係

生存率（呼吸停止）

約10％増加

〇 緊急輸送道路である東名高速道路に、この地域の「玄関口」が設けられ、災害時の
広域物資輸送拠点である厚木海軍飛行場（海上自衛隊厚木航空基地）から、防災
拠点となる県央地域県政総合センターまで、迅速、かつ、効率的な避難や、救命・救急活
動、物資の運搬が可能となり、大規模災害時の防災力の向上が図られます。
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綾瀬市役所から東海大学医学部付属病院への所要時間
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